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0. 概要 

0.1. シェーマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.2. 目的 

現在進行中である術前補助化学療法の第 III相試験である JCOG1509で対象外とされた臨床病期 cT4aN0

胃癌を、新たな術前補助化学療法の治療開発対象として組み込むことが妥当であるか検討するために、

JCOG1302A の登録患者を対象として、術前画像診断規準に基づく臨床病期別の全生存期間を明らかにする

ことを目的とする。 

Primary endpoint：臨床病期 cT4aN0 の 5 年生存割合 

Secondary endpoint：cT/N 別の 5 年生存割合 

0.3. 対象 

JCOG1302A の全登録患者 1,275 人中、最終解析対象となった 1,260 人の患者。 

0.4. 方法 

JCOG1302A の全登録患者のうち、不適格例 9 例を除き、術前診断に基づいて手術が施行された 1260 例

を対象とする。 

術後長期生存および再発に関する調査項目として、転帰（生死）/最終生存確認日/死亡日/再発の有無/

再発確認日/再発様式、および術式、治療開始時の重複癌、基礎疾患の有無、術後補助化学療法実施の有

無を追加調査する。 

追加調査については新規に CRF を作成し、本附随研究の対象患者の登録がある JCOG1302A 参加施設

に調査を依頼する。その上で、JCOGデータセンターで保管しているJCOG1302Aの既存データと本附随研究

の追加調査で得られたデータを用いて、JCOG1302A で術前診断された臨床病期別の 5 年生存割合を算出

する。 

0.5. 研究期間 

研究期間：プロトコール承認後 3 年間 

0.6. 問い合わせ先 

研究事務局：林 勉 

国立がん研究センター中央病院 胃外科 

〒104-0045 東京都中央区築地 5-1-1 

 

 

明らかな遠隔転移のない 

深達度 MP 以深の進行胃癌に対して 

術前検査（内視鏡および CT 検査）を実施 

登録 

手術 

生存調査 
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